
世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
現
状

カ
シ
ム
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
は
、
人

権
の
大
切
さ
と
、
一
人
ひ
と
り
の
小

さ
な
行
動
が
社
会
を
変
え
る
力
を
持

つ
こ
と
を
訴
え
る
内
容
で
す
。

カ
シ
ム
さ
ん
は
パ
キ
ス
タ
ン
で
生

ま
れ
、
９
歳
で
日
本
に
移
住
し
ま
し

た
。
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
自
分
と
同

年
代
の
子
ど
も
た
ち
が
学
校
へ
行
け

ず
、
家
事
や
労
働
を
手
伝
っ
て
い
る

姿
を
目
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
食
べ

物
を
求
め
て
い
た
貧
し
い
少
女
が
大

人
か
ら
ひ
ど
い
扱
い
を
受
け
る
場
面

を
見
て
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
や
人

権
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
人
が
ど
こ
に
生
ま
れ
る

か
や
ど
の
よ
う
な
環
境
で
育
つ
か
は

偶
然
で
あ
り
、
多
く
の
人
が
戦
争
や

貧
困
、
差
別
に
よ
っ
て
基
本
的
な
権

利
を
奪
わ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま

す
。
特
に
ガ
ザ
な
ど
で
は
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
家
を
追
わ
れ
、
食
料

や
教
育
、
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
失
っ

て
い
ま
す
。

ハ
チ
ド
リ
の
し
ず
く

ま
た
、
父
親
か
ら
聞
い
た
イ
ス
ラ

ム
教
の
物
語
を
紹
介
し
ま
す
。
大
火

事
の
中
で
、
小
さ
な
鳥
が
く
ち
ば
し

で
少
し
の
水
を
運
び
続
け
ま
し
た
。

他
の
動
物
た
ち
は
そ
の
行
動
を
笑
い

ま
し
た
が
、
鳥
は
「
火
を
消
せ
な
く

て
も
、
自
分
は
で
き
る
こ
と
を
し
た

と
言
い
た
い
」
と
答
え
ま
す
。
こ
の

話
は
、
結
果
の
大
き
さ
で
は
な
く
、

正
し
い
こ
と
を
し
よ
う
と
す
る
姿
勢

の
大
切
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。

自
分
に
で
き
る
小
さ
な
一
歩
か
ら

カ
シ
ム
さ
ん
は
、
自
分
も
語
学
を

学
び
、
国
際
的
な
仕
事
や
孤
児
院
の

設
立
を
通
し
て
人
権
支
援
に
貢
献
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
最

後
に
、
「
世
界
を
一
人
で
変
え
る
必

要
は
な
い
。
自
分

に
で
き
る
小
さ
な

一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
が
大
切
だ
」

と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

大
会
を
終
え
て
、

「
緊
張
し
た
け
ど

思
っ
た
よ
り
も
頑

張
れ
た
」
と
カ
シ

ム
さ
ん
。
全
道
大

会
で
も
、
人
権
の

尊
重
と
、
小
さ
な

善
意
や
行
動
を
積

み
重
ね
る
こ
と
の

重
要
性
を
訴
え
る

つ
も
り
だ
。

(1)第32号 小樽双葉高校新聞「学道一如」 ２０２６年９月１6日

学

道

一

如
発行

小樽双葉高校
新聞部

2026年9月16日
第32-号

後
志
地
区
英
語
弁
論
大
会

カ
シ
ム
さ
ん
が
最
優
秀
賞
、
全
道
へ

前
列
右
か
ら
２
人
目
が
カ
シ
ム
さ
ん

９
月
７
日
、
岩
内
高
校
で
後
志
地
区
英
語
弁
論
大
会
が
開
催
さ
れ
、
小
樽
潮
陵

高
校
か
ら
３
名
、
本
校
か
ら
１
名
、
カ
シ
ム

ト
ヒ
ィ
ー
ド
ゥ
さ
ん
（
２
年
４
組
）

が
出
場
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
、
全
道
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。

（中略）

音嵜琴心さん
バレエ発表会で

グラン・パ・ド・ドゥ
初挑戦

９月27日（日）第17回小林久枝バレエス

タジオ発表会が小樽市民会館大ホールで開

催される。プログラムは２部構成で１部は

小作品。その中の『エスメラルダ』より

「グラン・パ・ド・ドゥ」に音嵜琴心さん

（１－３）が抜擢された。３歳からバレエ

を始めた音嵜さんは優雅なプリンセス役を

演じることが多かったが、今回はタンバリ

ンを叩きながら踊る情熱的な役に挑戦する。

週５回の個人レッスンに加え、発表会のた

めの特別レッスン（札幌から男性の方が来

て踊る）にも励んでいる。

２部の「シンデレラ」。主役は松本明さん（小樽商

大１年）。音嵜さんは左２列目中央から２人目。

１部の『エスメラルダ』より「グラン・パ・ド・ドゥ」。

音嵜さんは左端。ソロと２人の踊りがある。

「「シンデレラ」は誰もが知っ

ているストーリーなので分か

りやすく、ロマンチックで面

白みがあり、最後まで楽しん

でいただけると思います。」

と音嵜さん。職員室にポスター

掲示しています。



大
和
型
戦
艦
の
艦
容
の
変
化

大
和
型
戦
艦
は

戦
艦
と
し
て
建

造
さ
れ
た
『
大

和
』
『
武
蔵
』

と
航
空
母
艦
と

し
て
建
造
さ
れ

た
『
信
濃
』
で

は
、
姉
妹
艦
で

あ
っ
て
も
艦
種

が
異
な
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
内
、
戦
艦
と
し
て
建

造
さ
れ
た
２
隻
は
就
役
時
と
最
終
時

で
大
き
く
艦
容
の
変
化
が
あ
り
ま
し

た
。
就
役
時
の
『
大
和
』
『
武
蔵
』

の
艦
容
は
非
常
に
似
て
お
り
、
異
な
っ

て
い
た
箇
所
と
し
て
は
、
艦
橋
背
面

の
ラ
ッ
タ
ル
の
配
置
や
艦
橋
の
設
備
、

艦
尾
の
リ
ノ
リ
ウ
ム
歩
行
帯
が
『
大

和
』
は
八
の
字
で
『
武
蔵
』
は
二
の

字
と
い
う
違
い
、
ジ
ブ
ク
レ
ー
ン
の

空
中
線
支
柱
の
形
状
、
対
空
兵
装
の

形
状
や
位
置
の
違
い
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
連
合
艦
隊
旗
艦
を
勤

め
て
い
た
時
期
に
は
『
大
和
』
『
武

蔵
』
の
順
で
艦
橋
最
上
部
の
射
撃
指

揮
装
置
上
部
に
白
い
塗
装
が
施
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
敵
か
ら
の

視
認
性
を
少
し
で
も
下
げ
る
目
的
で

後
に
軍
艦
色
へ
と
塗
り
潰
さ
れ
ま
し

た
。
更
に
初
期
の
大
和
型
戦
艦
は
艦

橋
横
の
両
舷
に
も
副
砲
の
１
５
・
５

糎
三
連
装
砲
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

計
４
基
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
15
・
５
セ
ン
チ
三
連
砲
は
、
元
々

最
上
型
巡
洋
艦
に
搭
載
さ
れ
て
い
た

物
で
、
こ
の
砲
を
主
砲
に
す
る
艦
は

軽
巡
洋
艦
に
分
類
さ
れ
、
最
上
型
は

軍
縮
条
約
失
効
後
に
主
砲
を
20
・
３

セ
ン
チ
連
装
砲
に
換
装
し
、
重
巡
洋

艦
と
し
て
運
用
し
た
と
い
う
経
緯
が

あ
り
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
重

巡
洋
艦
が
山
岳
名
、
軽
巡
洋
艦
が
河

川
名
か
ら
命
名
さ
れ
る
た
め
、
最
上

型
な
ど
は
少
し
異
質
な
存
在
で
し
た
。

15
・
５
セ
ン
チ
三
連
装
砲
を
搭
載
し

て
い
た
頃
の
大
和
型
２
隻
は
、
甲
板

が
と
て
も
広
く
少
し
物
足
り
な
い
印

象
で
し
た
。
次
の
改
装
で
、
大
和
型

に
は
大
き
な
変
更
が
加
え
ら
れ
、
主

砲
射
撃
装
置
の
測
距
儀
を
始
め
、
電

探
の
設
置
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

改
装
は
、
航
空
機
の
脅
威
度
が
高
ま

り
、
対
空
火
器
を
増
備
す
る
目
的
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
に
両
舷

の
15
・
５
セ
ン
チ
三
連
装
砲
２
基
を

撤
去
し
、
高
角
砲
の
位
置
変
更
と
機

銃
の
増
設
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
更
に

『
大
和
』
は
片
舷
に
高
角
砲
３
基
が

増
設
さ
れ
、
『
武
蔵
』
は
高
角
砲
の

代
わ
り
に
機
銃
が
増
設
さ
れ
ま
し
た
。

『
武
蔵
』
に
高
角
砲
が
設
置
で
き
な

か
っ
た
の
は
、
高
角
砲
を
ど
こ
か
ら

も
捻
出
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
、
資

源
不
足
が
原
因
で
し
た
。
こ
う
し
て
、

大
和
型
２
隻
の
艦
容
は
大
き
く
異
な

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

『
大
和
』
『
武
蔵
』
の
両
艦
は
、
捷

号
作
戦
時
に
塗
装
が
変
更
さ
れ
、
そ

の
違
い
は
よ
り
鮮

明
に
な
り
ま
し
た
。

捷

号

作

戦

で

、

『
武
蔵
』
が
沈
没

し
た
た
め
、
次
の

改
装
で
は
『
大
和
』

の
み
が
装
備
の
変

更
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
大
和
型
戦

艦
最
後
の
改
装
で

あ
り
、
こ
れ
が
最

終
形
態
と
な
り
ま

し
た
。
『
戦
艦
大
和
』
で
最
も
思
い

浮
か
べ
や
す
い
姿
は
こ
の
最
終
時
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
改
装
で
は
、

機
銃
が
更
に
増
設
さ
れ
た
こ
と
で
「

ハ
リ
ネ
ズ
ミ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
機
銃
の
う
ち
の

１
つ
は
連
装
の
も
の
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
が
調
査
で
判
明
し
ま
し
た
が
、

現
在
で
も
配
置
場
所
が
不
明
で
あ
る

な
ど
、
謎
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
よ
う
に
大
和
型
戦
艦
の
内
、
戦

艦
と
し
て
建
造
さ
れ
た
２
隻
も
そ
れ

ぞ
れ
相
違
点
が
あ
り
、
『
大
和
』
は

大
き
く
分
け
て
３
つ
の
姿
が
存
在
し

て
い
た
の
で
す
。

(２)第３２号 小樽双葉高校新聞「学道一如」 ２０２６年９月１６日

戦
艦
大
和
の
完
成
か
ら
85
年

戦艦大和の航跡

第10回

15.5センチ三連装砲を搭載した軽巡洋艦『最上』

改装前の戦艦『武蔵』

大和

起工日 昭和12（1937）年11月4日
進水日 昭和15（1940）年8月8日
竣工日 昭和16（1941）年12月16日
沈没 昭和20（1945）年4月7日 坊ノ岬沖海戦
建造 呉海軍工廠
基準排水量 65000トン
全長 263メートル
全幅 38.9メートル
速力 27.0ノット
航続距離 16ノット 7200海里
馬力 150000馬力

兵装（大和）

竣工時

主砲 45口径46センチ三連装砲 3基9門

副砲・備砲 60口径15.5センチ三連装砲 4基12門

40口径12.7センチ連装高角砲 6基12門

機銃 25ミリ三連装機銃 8基24挺

13ミリ連装機銃 2基4挺

最終時

主砲 45口径46センチ三連装砲 3基9門

副砲・備砲 60口径15.5センチ三連装砲 2基9門

40口径12.7センチ連装高角砲 12基24門

機銃 25ミリ三連装機銃 〜52基156挺

25ミリ連装機銃 1基〜

25ミリ単装機銃 6基6挺

13ミリ連装機銃 2基4挺

武蔵 年表

昭和13（1938）年

11月4日 三菱重工業長崎造船所で起工

昭和15（1940）年

11月1日 進水式で『武蔵』と命名

昭和17（1942）年

8月5日 三菱重工業長崎造船所で竣工 横須賀鎮守府

及び連合艦隊第一戦隊に編入

昭和18（1943）年

1月18日 呉を出港

1月22日 トラック泊地に入港

2月11日 連合艦隊旗艦を『大和』から引き継ぐ

5月17日 トラック泊地を出港

5月22日 東京湾に到着

6月24日 昭和天皇が『武蔵』に行幸

8月5日 トラック泊地に到着

昭和19（1944）年

2月10日 トラック泊地を出港

2月15日 横須賀に帰還

5月16日 タウイタウイ泊地に入港

6月10日 渾作戦に参加

6月15日 あ号作戦に参加

6月24日 柱島泊地に入港

7月8日 呉を出港

10月18日 捷号作戦に参加 リンガ泊地を出港

10月20日 ブルネイに入港

10月22日 ブルネイを出撃

10月24日 シブヤン海海戦 沈没

大和 年表

昭和12（1937）年
11月4日 呉海軍工廠で起工

昭和15（1940）年
8月8日 進水式で『大和』と命名

昭和16（1941）年
12月7日 主砲の射撃訓練を実施
12月16日 呉海軍工廠で竣工 呉鎮守府及び連合艦隊第一戦隊に編入

昭和17（1942）年
2月12日 連合艦隊旗艦を『長門』から引き継ぐ
5月29日 柱島泊地を出港 ミッドウェー攻略作戦に参加
6月6日 ミッドウェー海戦の敗北で撤退
6月14日 柱島泊地に帰投
8月17日 柱島泊地を出港
8月28日 トラック泊地に入港

昭和18（1943）年
2月11日 連合艦隊旗艦を『武蔵』に変更
5月8日 トラック泊地を出港
5月13日 呉に帰還
8月16日 呉を出港 トラックへ
12月12日 トラック泊地を出港
12月17日 輸送任務のため横須賀に寄港
12月20日 横須賀を出港 トラックへ

昭和19（1944）年
1月10日 トラック泊地を出港
1月16日 呉に帰還
4月22日 呉を出港
4月26日 マニラに到着
4月29日 マニラを出港
5月1日 リンガ泊地に入港
5月4日 第一戦隊旗艦になる
6月10日 渾作戦に参加
6月15日 あ号作戦に参加
6月24日 柱島泊地に入港
7月8日 呉を出港
7月16日 リンガ泊地に入港
10月18日 捷号作戦に参加 リンガ泊地を出港
10月20日 ブルネイに入港
10月22日 ブルネイを出撃
10月24日 シブヤン海海戦
10月25日 サマール沖海戦
10月28日 ブルネイに帰投
11月8日 多号作戦に参加
11月11日 ブルネイに帰投
11月16日 ブルネイを出港
11月24日 呉に帰還

昭和20（1945）年
3月19日 呉空襲
4月6日 天号作戦に参加
4月7日 坊ノ岬沖海戦 沈没

兵装（武蔵）

竣工時

主砲 45口径46センチ三連装砲 3基9門

副砲・備砲 60口径15.5センチ三連装砲 4基12門

40口径12.7センチ連装高角砲 6基12門

機銃 25ミリ三連装機銃 8基24挺

13ミリ連装機銃 2基4挺

最終時

主砲 45口径46センチ三連装砲 3基9門

副砲・備砲 60口径15.5センチ三連装砲 2基9門

40口径12.7センチ連装高角砲 6基12門

機銃 25ミリ三連装機銃 35基105挺

25ミリ単装機銃 25基25挺

13ミリ連装機銃 2基4挺

12センチ28連装噴進砲 〜2基

武蔵
起工日 昭和13（1938）年3月29日

進水日 昭和15（1940）年11月1日

竣工日 昭和17（1942）年8月5日

沈没 昭和19（1944）年10月24日 シブヤン海海戦

建造 三菱重工業長崎造船所

基準排水量 65000トン

全長 263メートル／全幅 38.9メートル／速力 27.0ノット

航続距離 16ノット 7200海里／馬力 150000馬力



戦
艦
大
和
は
な
ぜ
有
名
な
の
か

皆
さ
ん
も
一
度
は
『
戦
艦
大
和
』

と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
が

あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

前
述
の
通
り
大
和
型
戦
艦
の
建
造
は

政
府
の
厳
重
な
対
策
に
よ
り
、
国
民

の
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
存
在
を
知
っ
た

の
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。

皆
さ
ん
も
、
こ
こ
ま
で
の
戦
艦
や
大

和
の
歴
史
な
ど
は
知
ら
な
か
っ
た
は

ず
で
す
。
終
戦
か
ら
７
年
目
と
な
っ

た
１
９
５
２
年
に
は
、
『
戦
艦
大
和

ノ
最
期
』

と
い
う
本
（
左
写
真
は

文
庫
版
）
が
出
版
さ
れ
、
遂
に
そ
の

存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
も
人
々
が
戦
艦
大

和
の
存
在
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
ア
ニ
メ
『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ

ト
』
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
当
時
は
社
会
現
象
に
も
な
り
、

宇
宙
の
敵
と
戦
う
最
強
の
宇
宙
戦
艦

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
人
々
は
目
を
輝

か
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
テ
レ
ビ
な

ど
が
国
民
の
中
で
も
普
及
し
た
時
代

に
戦
艦
大
和
を
人
々
に
印
象
付
け
る

の
に
は
十
分
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
戦
艦
大
和
を
題
材
と
し
た

作
品
は
多
く
生
み
出
さ
れ
、
戦
後
80

年
を
迎
え
た
現
在
に
於
い
て
も
広
く

知
ら
れ
る
存
在
と
な
り
ま
し
た
。
更

に
２
０
２
７
年
に
は
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ

ア
代
替
の
新
型
護
衛
艦
の
就
役
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
初
２
１
０

メ
ー
ト
ル
級
の
船
体
が
予
定
さ
れ
て

い
た
た
め
、
『
令
和
の
戦
艦
大
和
』

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

現
在
に
残
る
戦
艦
大
和

今
年
は
戦
艦
大
和
の
完
成
か
ら
85

年
と
な
り
、
沈
没
か
ら
は
81
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
『
大
和
』
は
現
在
で

も
九
州
坊
ノ
岬
沖
の
海
底
に
沈
ん
で

い
ま
す
。
そ
ん
な
『
大
和
』
を
今
へ

伝
え
て
い
る
場
所
が
日
本
各
地
に
点

在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
『
大

和
』
を
建
造
し
た
広
島
県
呉
市
で
す
。

呉
は
、
か
つ
て
『
東
洋
一
の
軍
港
』

と
呼
ば
れ
、
海
軍
の
一
大
拠
点
と
し

て
繁
栄
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
現
在

も
海
上
自
衛
隊
の
基
地
が
置
か
れ
て

い
ま
す
。
呉
市
内
に
は
、
建
造
に
使

用
さ
れ
た
第
四
ド
ッ
ク
、
目
隠
し
板

な
ど
当
時
の
物
が
残
さ
れ
て
お
り
、

復
元
さ
れ
た
首
錨
の
展
示
な
ど
も
さ

れ
て
い
ま
す
。
呉
市
に
は
海
軍
墓
地

も
設
置
さ
れ
お
り
、
こ
こ
に
は
『
大

和
』
の
石
碑
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
『
呉
市
海
事
博
物
館
（
大
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
』
で
は
、
10
分
の

１
戦
艦
大
和
の
展
示
な
ど
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
物
に
は
及
ば
な
い
も
の

の
、
そ
の
巨
大
さ
を
体
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
４
月
23
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
を
迎
え
、
調
査
で
判
明
し
た
新

た
な
『
大
和
』
の
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
隣
に
は
『
大
和
波

止
場
』
と
呼
ば
れ
る
『
大
和
』
の
艦

首
を
元
に
し
た
場
所
や
大
和
の
46
セ

ン
チ
主
砲
を
削
り
出
し
た
旋
盤
、
大

和
に
置
か
れ
て
い
た
鐘
を
は
じ
め
と

し
て
多
く
の
展
示
物
が
あ
り
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
中
、
本
館
へ
は

入
場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
『
大

和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
サ
テ
ラ
イ
ト
』

の
開
館
や
『
艦
隊
こ
れ
く
し
ょ
ん
』

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
本
館
の

仮
囲
い
の
装
飾
や
実
物
大
の
水
上
偵

察
機
『
瑞
雲
』
の
展
示
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
他
に
も
、
大
和
沈
没
の

地
で
あ
る
鹿
児
島
の
慰
霊
碑
や
『
大

和
』
の
艦
内
神
社
で
あ
る
奈
良
の
大

和
神
社
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
横
須

賀
の
記
念
艦
『
三
笠
』
の
隣
に
も
大

和
用
の
九
四
式
徹
甲
弾
が
展
示
さ
れ

る
な
ど
、
ひ
っ
そ
り
と
『
大
和
』

と
海
軍
を
今
に
伝
え
て
い
る
の
で
す
。

皆
さ
ん
も
今
に
残
る
『

戦
艦
大
和
』

と
海
軍
の
姿
を
探
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
（
坂
東
元
、
完
）

信濃

起工日 昭和15（1940）年5月4日
進水日 昭和19（1944）年10月8日
竣工日 昭和19（1944）年11月19日
沈没 昭和19（1944）年11月29日 紀伊半島潮岬沖
建造 横須賀海軍工廠
基準排水量 62000トン
全長 266メートル
全幅 38.9メートル
速力 27.0ノット（予定）
航続距離 18ノット 10000海里
馬力 150000馬力

兵装

備砲 40口径12.7センチ連装高角砲 8基16門
機銃 25ミリ三連装機銃 35基105挺

25ミリ連装機銃 40基40挺
12ミリ28連装噴進砲 12基（予定）

搭載機 47機〜（予定）

信濃 年表

昭和15（1940）年
5月4日 横須賀海軍工廠で起工

昭和19（1944）年
10月8日 進水式で『信濃』と命名
11月19日 横須賀海軍工廠で竣工 横須賀鎮守府に編入
11月28日 横須賀を出港
11月29日 紀伊半島潮岬沖 沈没

(3)第32号 小樽双葉高校新聞「学道一如」 ２０２６年９月１6日

大
和
波
止
場
の
入
り
口
に
設
置
さ
れ
て
い

る
戦
艦
大
和
用
の
『
九
一
式
徹
甲
弾
』
を

模
し
た
車
止
め

大和ミュージアム改装時の仮囲い
擬人化された艦艇の装飾が施されて
いる。左 戦艦『大和』右 駆逐艦
『雪風』

参
考
文
献
・
資
料

【
書
籍
】

戦
艦
大
和
大
全
（
晋
遊
舎
）

大
日
本
帝
国
海
軍
の
戦
艦
３
Ｄ
図

鑑
（
河
出
書
房
新
社
）

日
本
海
軍
が
よ
く
わ
か
る
事
典

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

【Y
ou

T
ub

e

】

テ
イ
コ
ク
立
体

戦
史
研
究
会

【
テ
レ
ビ
】

Ｎ
Ｈ
Ｋ

巨
大
戦
艦

大
和

〜
乗
組
員
た
ち

が
見
つ
め
た
生
と
死

戦
艦
武
蔵
の
最
期

特
集
〝
巨
大
〟
空
母
信
濃

８
月
５
日
、
小
樽
市
内
で

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ

ン
プ
が
開
催
さ
れ
、
小
学

生
が
グ
ル
ー
プ
で
小
樽
の

観
光
案
内
（
上
写
真
が
一

例
）
を
作
り
、
実
際
に
運

河
周
辺
で
案
内
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、

杉
田
真
梨
菜
さ
ん
（
２-

２
）

が
お
手
伝
い
と
し
て
参
加

し
た
。
小
学
生
の
頑
張
る

姿
に
刺
激
を
受
け
た
と
い

う
。

EnglishCamp
小樽の観光案内を英語で


